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茂
串
町

茂

訓

聯

縣

た
が
、
茂
串
町
に
は
岩
本

寺

の
他
に
も
、
東
光
寺
、

浄
照
寺
と

い
う
お
寺
が

あ

っ
た
。
ま
た
、
文
献
に

よ
れ
ば
、
戦
国
期
に
不
二

軒
庵
と

い
う
お
寺
も
が

あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
ゴ
Ｌ

の
よ
う
に
、
こ
の
地
区
に

お
寺
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ

っ
た
岩
本
寺
の
門
前

の
東
西
の
道
を
、
通
称

・
寺
町
通
と
い
っ

た
ら
し
い
。

さ
て
、
岩
本
寺
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た

「
四
国
八
十
八
ヶ
所
第
三
十
七
番
札
所
」
で

あ
る
。
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
も
と
は
五

社
さ
ん

Ｔ
回
岡
神
社
）
の
境
内
に
あ

っ
た
福

円
満
寺
。
し
た
が

っ
て
、
は
じ
め
は
、
こ
の

福
円
満
寺
が
第
ニ
ト
七
番
札
所
で
あ

っ
た
。

福
円
満
寺
は
、
神
仏
習
合
の
考
え
の
も
と
、

弘
法
大
師
が
開

い
た
と
さ
れ
る
。
理
由
は

不
明
で
あ
る
が
、
福
円
満
寺
が
、
１
５
０
０

年
代
の
中
頃
に
廃
寺
と
な
る
。
当
時
、
一品
岡

神
社
の

「別
当
寺
」
（べ
っ
と
う
じ
＝
神
仏

習
合
が
行
わ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
以
前
、

神
社
を
管
理
す
る
た
め
に
お
か
れ
て
い
た

寺
の
こ
と
）
で
あ

っ
た
土
佐
清
水
の
金
剛

福
寺
の
住
職
が
、
高
岡
神
社
を
訪
れ
る
際

の
宿
泊
施
設
と
し
て
、
現
在
の
場
所
に
「宿

坊
」
を
作

っ
た
こ
と
が
、
岩
本
寺
の
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
る
。
戦
国
期
の
記
録
に
は

ョ
石

本
寺
」
で
は
な
く

□
石
本
坊
」
と
い
う
記
載

が
多
く
見
ら
れ
る
Ｇ
そ
の
後
、

１６
世
紀
末
に

岩
木
坊
は
焼
失
す
る
が
、
釈
長
と
い
う
僧

に
よ

っ
て
再
興
さ
れ
、

咄　強物刺れ喘』はい

連
　
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

粥
　
る
。江
戸
期
に
は
京

勧
　
都
。仁
和
寺
か
ら
住

隷
　
職
を
迎
え
、
寺
領
も

曜
　
五
石
を
与
え
ら
れ
る

古向
　

な

ど
、
山石
本

寺

に

と

っ
て
は
安
寧
の
時

代
が
続
い
た
。
と
こ
ろ
が
廃
仏
希
釈
で
、
岩

本
寺
ま
で
も
が
明
治
４
年
、
い
っ
た
ん
廃

寺
と
な
る
こ
そ
し
て
１８
年
後
の
明
治
２２
年
、

よ
う
や
く
念
願
の
再
々
興
を
果
た
し
、
今

日
に
至

っ
て
い
る
．

岩
本
寺
に
は
、
八
十
八
カ
所
の
札
所
と

し
て
の
長
い
歴
史
を
物
語
る
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
逸
話
や
、
寄
進
物
が
あ
る
。
司
馬

遼
太
郎
の
小
説

「菜
の
花
の
沖
」
で
も
描
か

れ
た
、
江
戸
時
代
後
期
の
豪
商

・
高
田
屋

嘉
兵
衛
が
寄
進
し
た
遍
路
石
が
そ
の
代
表

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
江
戸
時
代
後
期

を
生
き
た
僧
侶
で
あ
り
歌
人
で
あ
り
書
家

で
も
あ

っ
た
清
貧
の
人

・
良
寛

）^
こ
の
良

寛
を
生
涯
支
援
し
続
け
た

「良
寛
の
三
大

支
援
者
」
の

一
人
で
、
越
後
の
人
店
で
あ

っ

た
阿
部
定
珍

（さ
だ
よ
し
）
と
い
う
人
物
も

岩
本
寺
を
訪
れ
た
．
し
か
し
、
道
中

で
か

か

っ
た
病
の
た
め
、
岩
本
寺
門
前
の
宿
で

急
逝
。
境
内
に
は
定
珍
の
息
ｆ
が
岩
本
寺

を
再
訪
し
て
建
て
た
と
さ
れ
る
供
養
塔
が

あ
る
。
そ
の
他
に
も

「弘
法
人
師
に
ま
つ
わ

る
七
不
思
議
」
な
る
言
い
伝
え
な
ど
を
知

る
と
、
当
時
の
茂
串
町
界
隈
の
人
々
の
様

子
や
、
息
づ
か
い
が
浮
か
ん
で
く
る
。

）

(10月 31日 )人 口 前月比 出生 死亡 転入 転出

8,289 -16  男 4 13 7 14

9,255 -4 7 12 13 12
17,544 -20  言+  11  25  20 26

世帯数 8,586 -8 (10月 中の届出)

窪川地域 12,333人  大正地域 2,491人  十和地域 2,720人

適正値(mgl) 11月 6日

リン酸 ≦ 10測 定範囲以下

硝 酸 ≦ 05   0237
アンモニウム ≦ 50測 定範囲以下

アニオン活性剤  ≦ 10 005
化学的酸素要求量 ≦100沢」定範囲以下

調査 i大正 (吾川 )

資料 :四万十高7~自然環境部
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